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No. 章節 ページ ご意⾒・ご質問 回答

1 3章 -

「講義補助資料」「改定書籍」がモノクロ印
刷となり、グラフの凡例が読み取れないもの
が多くあります。特に材料種別毎の内訳が分
かる積上げグラフ、100%⽐率グラフはとて
も参考になる情報であるためカラー版の資料
を頂けると助かります。

ご意⾒ありがとうございました。多くのデー
タは、エクセルデータの中において元のデー
タを公開しております。ご指摘の材料種類ご
とのグラフは、AIJ-LCA原単位データベース
の「建築物（投⼊構成）」および「建築物
（投⼊要素別）」シートに記載されておりま
す。これらをご確認いただけますと幸いで
す。
（回答：2024.03.22）

2 5章 111

第5章参考⽂献についてご教⽰下さい。参考
⽂献6) は2冊の資料が併記されています。
①  本⽂中の引⽤箇所が⾒つけられませんで
した。
②  2冊の資料の数値の⽐較、評価の上で
（どちらかの）数値を採⽤されているので
しょうか？
③  2冊のうち「建築物のライフサイクルコス
ト」は、平成31年版、令和5年版が「ビル
ディングLCビジネス百科」は後継の「建築
物のライフサイクルマネジメント⽤データ
集」が2020年に発⾏されています。これら
のアップデートの要否が（委員会で）議論さ
れているようでしたら、内容を教えて頂けれ
ば幸いです。

参考⽂献6について記載の不備がありまし
て、お詫びします。
いずれの⽂献も更新修繕の周期や⽐率の考え
⽅を参考にしております。しかしながら、前
回の改定から設定値等を変更を加えておら
ず、現状の建築保全センターやBELCAから
出版されているデータの部材の分類・更新修
繕周期等にいずれにも連携しておりません。
委員の独⾃の試算例をもとに委員会内で更新
修繕の重要性や精度向上は議論しております
が、現段階では建築保全センターやBELCA
のデータベースに追従する形でAIJ-LCAツー
ルを改良して公開することは計画しておりま
せん。
（回答：2024.03.22）


